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1 は じ め に
1.1 目 的
 日本 語 の 自 動 詞 は、 対 応 す る他 動 詞 の 有 無 とい う観 点 か ら二 っ の 類 に分 け ち れ るO
一 つ は、 「あ る 」や 「そ び え る 」の よ うに、 対 応 す る他 動 詞 の な い 自動 詞 で あ り、
い ま一 っ は、 「倒 れ る 』や 「麟 が る 」の よ うに、 対 応 す る 他 動 詞(r倒 す 』や ザ鎮
げ る」)の あ る 自動 詞 で あ る。 各 々の 数 は、 例 え ば 川 瀬 他(1986)な どを 参 考 ぼ
350語 の(基 本 的 な)自 動 詞 を選 ぶ と、 そ の うち 約1$○ 語 に は 対 応 す る他 動 詞 が を く、
約170語 に は 対 応 す る他 勤 詞が あ る とい う分 布 を示 す く注1)。
 でd#.あ る 自動 詞 が 対 応 す る 他 動 詞 を もっ か 否 か は、 個 々の 動 詞 に個 別 の語 彙 的
な 問 題、 全 く予 測 の つ か 象 い偶 然 の 現 象 な の だ ろ うか。 本 稿 は、 対 応 す る 他 動 詞 を
臨 っ 自勤 詞 の 意 味 的 ・統 語 的な 特 徴 に っ い て 考 察 し、 あ る 霞動 詞 韓 対 応 す る難 懃 詞
が あ るか 否 か は 決 して 偶 然 の現 象 で はな い こ とを明 らか に し よ う とす る も ので あ る
く注2)0
1.2 自動 詞、 他 動 詞、 自他 対 応
 考 愛1こ は い る前 に、 『自動 詞 』、 『他 動 詞 」、 r自 他 対 応 』 とい う語 に っ い て 簡
単 に 触 れ で お き た い。
1。2. 1 自 動 詞 と は 、 他 動 詞 と は
 ﾘ本 語 の動 詞 を 自 動 詞 と他動 詞 に 分 類 す るこ とに つ い て は、 山田(1908)の よ う
な 否 定論 が あ る もの の、 何 らか の定 義 に 基 づ い て動 詞 の 下 位 分 類 と して の 自動 詞 と
他 動 詞 を認 め る こ とが 広 く行 わ れ て い る(三 矢1908、 松 下1930、 三 上1953、 奥
津1967な ど)。 本 稿 も後 者 の 立 場 に た っ もの で あ り、 あ る動 詞が 自動 詞 で あ る か
他動 詞 で あ る か の認 定 は 奥 津(1967)な どで 示 され て い る基 準 に 依 拠 す る こ と にす
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る。 す な わ ち、 目的 語 と して の 「を 」格 名 詞 を とる動 詞 を他 動 詞 と し、 そ れ 以 外 の
動 詞 を 自 動 詞 とす る とい う基 準で あ る。 そ れ に よ る と、 次 の(1)の 「山 」は 目 的
語 と して の 「を 」格 名 詞 で あ る か ら 「なが め る 」は 他 動 詞 とみ な せ るが、 (2)の
「山 」は 目的 語 と して の 「を 」格 名 詞で は な い か ら 「越 え る 」 は 自 動 詞 とみ な す こ
とに な る。 な お この(2>の 「を 」格 は、 奥 津 で 「移 動 格 』 と され、 寺 村(1982:
103)で 「通 り み ち(通 過 点)」 と され て い る もの で あ る。
(1) 山 をな が め る。
(2) 山 を越え る。
この 基 準 に基 づ くこ とに よ り、 松 下(1930)の 基 準 で は 「他 動 性 の動 詞 」 と さ れ る
「歩 く」、 「飛 ぶ 」な どや 、 三 上(1953)の 基 準 で は他 動 詞 と され る 「ほ え るJ、
「とび か か るJな ど を本 稿 で は 自動 詞 とみ な す こ と にな る。
 自動 詞、 他 動 詞 の 認 定 に 関 して さ らに次 の 点 に 注 意 して お き た い。 一 点 は、 「切
れ る」 の よ うに、 他 動 詞 「切 る 』の 可 能 形 と同一 形 態 を と る も の を 独 立 の 自動 詞 と
認 め るか ど う か とい う問 題 で あ る。 他 に 「割 れ る、 破 れ る 、 折 れ る、 焼 け る、 裂 け
る、 砕 け る 」 な ど も同 様 で あ る。 寺 村(1982)の よ うに、 これ ら を独 立 め 自動 詞 と認
めず 単 な る可 能 形 とう な ず 立 場 も あ る。 しか し本稿 で は、 阪 倉1?74)、 水 谷(198
2)な ど と同 じ く、 これ ら を 独 立 の 自動 詞 と扱 っ て他 動詞 との 閥 に対 応 を 認 め る立 場
を と る。 も う一 点 は、 「飛 ば す 』の よ うに、 自動詞 「飛 ぶ 」の 使 役 形 と同 一形 態 を
とる もの を独 立 の他 動 詞 と認 め るか ど うか と い う問題 で あ る。 他 に 「乾 か す、 動 か
す、 沸 か す 」 な ど も同 様 で あ る。 これ らに っ い て も独 立 の 他 動 詞 と認 め な い立 場 も
あ るが、 本 稿 で は独 立 の 他 動詞 と扱 って、 自動 詞 との間 に 対 応 を認 め る 立 場 を と る
(注3)。
1.2. 2 自 他 対 応 と は
 動 詞 の う ち に、 形 態的 に 対 を な す とみ な し うる 自動 詞 と他 動 詞が 存 在 す る こ とは
古 くか ら 指 摘 され て きて い るが(三 矢1908、 佐 久間1936、 望 月1944な ど)、 自
動 詞 と他 動 詞 が 対 応 す る と みな す基 準 は必 ず しも明 確 に され て い な か っ た よ うに 思
われ る。 本 稿 で は、 自動 詞 と他 動 詞 との 間 に 形 態 的 ・意 義 的 ・統 語 的 な 対 応が 成 り
立 つ 場 合 に の み、 そ の 自 動 詞 と他 動 詞 が 対 応 す る、 す な わ ち 両 者 の 間 に 自他 対 応 が
成 り立 っ とみ な す こ とに す る。 これ は奥 津(1967), 西 尾(1978,1982)、 須賀(198
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6)な ど と同 様 の 立 場 で あ る。 詳 し くは、 早 津(1987)を 参 照 さ れ た いが、 「統 語 的
な 対 癒 』 とは 次 の よ うな 関 係、 す な わ ち 自動 詞 文 の 主語 が、 (形 態 的 ・意 義的 に 対
応 す る他 動 詞 に よる)他 動 詞 文 の 目的 語 で あ る とい う関 係 を い う。
(3) a.      針 金 力ぎ齪 る.。
  b。 子 供 が 針 金 を―曲互 ゑ 。
(4)a.     木 力曹夐Lれ_るL。
  b. 子 供 が 木 を 倒.す 。
 寫動 詞 と他 動 詞 との間 に形 態 的 ・意 義 的 ・統 語 的 な 対 応 が 成 り立 っ 場 合 に の み 自
倦 対 応 が 成 り立 っ とみ な す こ と に よ り.次 の よ うな 対 応 は 本 稿 で は 自他 対 癒 とみ な
謇 な い こ とに な る。 第一 は、 自動 詞r死 ぬ 」 と他 動 詞 「殺 す 」 の 対、 自動 詞 「で き
る 』 と他 動 詞 『作 る 』の 対 で あ る。
(5)a。   人 質 が 死 ぬ。
  b。 犯 人 が人 質 を殺.す。
(6)a。   夕食 が 盛 盗。
  b。 妻が 夕食 を盤議 。
(5),(6)に 示 され る如 く、 こ れ らの 対 は、 意 義 的 ・統 語 的 に は対 応 関 係 が 成 り立
っ とい え よ うが 、 形 態的 な 対 応 を欠 い て い る。 従 っ て、 r死 ぬJ、 「で き る』 は 対
旛 す る他 動 詞 の な い 自動 詞 で あ り、 「殺 す 」、 r作 る」 は 対 応 す る 自動 詞 の な い 他
勲 詞 で あ るO
 第 二 は、 自動 詞 「受 か る 』 と他 動 詞 「受 け る 』な どの対 応 で あ る。 こ れ らは、
「勵 か るJと 「助 け る』、 「も うか る 』 と 「も うけ るJな ど と同 様 の形 態 的 対 応 、
す 蝨 わ ち 自動 詞 の話 末 が/-ara/で 他 動 詞 の 語末 が/-eru/で あ る とい う対 癒 を示
すmで は あ る。 しか し次 の(7),(8)に 示 され る如 く、 統 語 的 な 対 応 関 係 が(少
な く とも 現 代 語 に お い て は)成 り立 た な い。 従 っ て、 「受 か る 』は 対 応 す る他 動 詞
の 摩 い 自 勤 詞 で あ り、 「受 け る1は 対 応 す る 自動 詞 の な い 他 動 詞 で あ る。
(7)a.瑠    試 験 が 受證三―る。
  b. 学 生 が 試 験 を受-鉱ゐ 。
(8)a.*    溝 一 ル が 受挫 。
  b。  子 供 が ボ ー ル を受必 。 く注4)
以 上 の よ うな 立場 か ち、 本 稿 で は以 下、 f無 対 自 動 詞 」、 「有 対 自動 詞J、 『有
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対 他 動 詞 」、 r無 対 他 動 詞 』 と い う語 を用 い る こ と にす る6各 々 次 の よ うな 意 昧 で
あ る。
『無 対 自 動 詞 」:対 応 す る他 動 詞 の な い 自動 詞(「 あ る、 そ び え る 』 な ど)
「有 対 自動 詞 」 書対 応 す る他 動 詞 の あ る自動 詞(『 倒 れ る、 曲が る 」 な ど)
「有 対 他 動 詞 」:対 応 す る 自動 詞 の あ る他 動 詞(「 倒 す、 曲 げ る 」 な ど)
厂無 舛 他 訪 詞 」:対 応 す る 自動 詞 の な い他 勤 詞(「 置 ぐ、 読 む 』な ど)
1.3 従 来 の 研 究
有 対 自動 詞 の 特 徴 に 関 して は西 尾(1978:174)に 、 r対 立 す る他 動 詞 を もっ 肖髄 詞
の 一 般 的 性 格 」 と して い くっ かの 点が あ げ られ て い る。 詳 しい 考 察 が な さ れ た もの
とは い え な い か とも思 わ れ るが、 有 対 自動 詞 の特 徴 に一 般 的 ・概 括 的 に ふ れ 施 もの
は、 管 見 で は こ れ だ け な の で、 い くぷ ん 長 くな るが 引用 す る(注5).
「自動 詞 の 中 で、 対 立 す る他 動 詞 を も っ もの に お い で は、 動 詞 の 表 す 属
性 の 主 体 にお い て、 あ る状 態 の 変 化 が 成 立 す る とい う タ イプ の 意 昧 を
表 す もの が 多 い。 …  これ は イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 語 で 古 く盛 ん だ っ
た 中相 態(圃iddle YOIC@)の よ うな 言 い方 をす る 動 詞 と してP中 稲 動
詞 』 と い うべ き も の だ とも言 わ れ る。 これ らの 動 詞 は 大 体、 直接 の 受
身 も迷 惑 の 受 身 も 構 成 しな いの で、 三 上 章 氏 の 分 類 に よ れ ばP所 勤 詞a
に 属す る性 格 を主 とす る もの だ と言 え よ う。 ず～ て い る1の 形 は 『動
き の終 わ っ た あ と に 動 きの 結 果 と し て動 きの 主 体 の 変 化 した 状態 が 続
い て い る 』 こ とを表 す の で、 『結 果 動 詞 』す な わ ち主 体 に変 化 を生 ず
る 動詞 に 所属 す る もの で あ る。 動 き が 継 続 中 で あ る こ と を表 す 『～ て
い るeの 形 に は な らな い ものが 多 い の で、 P瞬 間 動 詞 』 が 多 い。 ま た、
こ れ らの 勤 詞 は意 志 的 な 動 作 を表 す もの で は な く、 命 令 形 や 意 志 形
 (「 ～(よ)う 」 の 形)を 本 来 の 意 味 で 用 い る こ とはで きな いの で 、
基 本 的 に は 『無 意 志 動 詞 』に 分 類 さ れ る性 質 を も っ て い る。 」
 後 の 考 察 で も 明 らか に な る よ うにa西 尾 の 指 摘 は 確 か に 有 対 自動 詞 の い ぐつ かの
側 面 を正 し く と らえ て い る。 しか しそ れ で は なぜ 、 有 対 自動 詞 が 『中相 動 詞 』 《注
6)や 「所 動 詞 』 (注7)の 特 徴 を有 し、 また 「結 果 動 詞 』 (注8)や 「瞬 間 動 詞 』
(注9)さ ら に は 「無 意 志 動 詞Jで あ る と い う性 質 を呈 す るの だ ろ うか。
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 有 対 自 動 詞 に 西 尾 で 指 摘 され て い る よ う な特 徴 が み ら れ る とす れ ぼ、 何 か有 対 自
動 詞 に本 質 的 な 特徴 い わ ば 核 に な る よ うな 特 徴 が あ って、 そ の 特 徴 が 様 々 な 現 れ 方
をす るの だ と考 え られ る。 本 稿 で は、 有 対 自動 詞 の 本 質 的 な 特 徴 は 次 の 二 点 に あ る
こ とを明 らか に した い と思 う。 一 点 は、 有 対 自動 詞 の 主 語 は 非 情物 で あ る こ と、 も
う一 点 は、 有 対 自動 詞 は 、 働 き か け に よっ て ひ きお こ し う る非 情 物 の変 化 を表 す も
の で あ る こ とで あ る。 さ ら に、 考 察 の 過程 で 西 尾 の 言 説 に ふ れ、 先 の 西 尾 で 指 摘 さ
れ て い る有 対 自動 詞 の 様 々 な ふ る まい は この 二 っ の 特 徴 に起 因 す る もの で あ る こ と
も明 ら か に し た い と思 う。
2 有対 自動 詞 と無 対 自動 詞の意味 的分布
 本 章 で は、 自 動 詞 を主 と して 意 昧 的 な特 徴 に よ っ で分 類 し、 有 対 自動 詞 と無 対 自
勁 詞 に 分 け て 例 示 す る。 そ れ に よ っ で、 有 対 自動 詞 と無 対 自動 詞 の 意 味 的 な 分 布 を
概 略 示 す こ とが で き よ う0た だ し、 自動 詞 を分 類 す るこ と 自体 は本 稿 の 目的 で は な
い、 した が っ て、 『自動 詞 の 分 類Jと して これ を提 案 しよ う とす る もの で はな く、
あ ぐまで 便宜 的 な分 類 で あ る。 それ 故、 勤 詞 の 多 義 性 の 問 題 も 一応 措 く こ とに し、
一 っ の 動 詞 は そ の 基 本 的 と思 わ れ る意 味 に よっ て一 っ の 類 に の み分 属 させ る。 な お
勞 類 に際 して は、 国 立 国 語 研 究 所 編(1964,以 下 『分 類 語 彙 表 』 と呼 ぷ)、 大 野 ・
浜 西 編Clssi)、 奥 田(1983)、 成 田(1983)、 仁 田(1983,1986)等 を参 考 に し た。
 まず 第 一一の 類 と して、 物 や 人 の 静 的 な 状 態や 性 質 を表 す 自動 詞が あ る。 時 間 の 観
愈 を合 まず 動 きや 変 化 を 表 す もの で は な い か ら、 「何時 に ～ 」、 「何時 間 ～ 」 な ど
と い った 表 現 が きわ め て 不 自然 な もの が 多 い。 こ う った 種 類 の 自動 詞 は ほ とん どが
無 対 自動 詞 で あ る(注10)。
《無 対 自動 詞 》
 (9)あ る、 居 る、 あ りふ れ る、 優 れ る、 優 る、 秀 で る、 劣 る、 だ ぶ っ く、
異 な る、 似 る、 似 合 う、 偏 る、 沿 う、 (山 が 海 岸 に)迫 る、 臨 む 、
そ び え る、 基 づ く、 因 る、 次 ぐ、 (テ ニ ス が)で き る、 要 る、 障 る 、
み な ぎ る、 冴 え る、 くす む 、 か さ む 、 ぎ ら っ く、 透 く、 な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (10)見 え る、 聞 こ え る、 知 れ る、 な ど。
『分 類 語 彙 表 』 で は 、 こ れ らの 動 詞 の う ち 「あ る、 居 る、 あ り ふ れ る 」 が[2.ilo
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存 在 】 に、 「優 れ る、 秀 で る、 劣 る 」が[2.19 過 不 足 ・優 劣]i'" 「異 な る、 似
るJが[2.112異 同]に 、 『偲 る、 沿 う」 がt2.17 位 置 ・方 向]に 、 「基 づ く、
因 る 』が[2.111関 係7に 分 類 され て い る。 な お、 有 対 自動 詞 の 例 と して(10)に
あ げ た 「見 え る 」、 「聞 こ え るJ、 「知 れ る 』は、 各 々 他 動 詞 『見 るJ、 「聞 く」、
「知 る 」 に 対 癒 す る と一 晦 は考 え られ る。 しか し これ らの 自動 詞 は、 他 動 詞 の 表 す
働 きか け とは 無 関 係 に物 の 状 態 を表 す こ とが 多 い の で、 典 型 的 な 有 対 自動 詞 とみ な
す に は 多 少 疑 問 が 残 る。
 第 二 に、 人 の 動 作 ・行 為 ・表 情 な ど を表 す 自動 詞 が あ る。 こ れ ら も無 対 自動 詞 が
ほ と ん どで あ る。 な お、 [ }内 に あげ た 動 詞 に っ いて は 後 に3.1で ふ れ る。
《無 対 自動 詞 》
 (11)歩 く、 歩 む 、 走 る、 泳 ぐ、 駆 け る、 滑 る、 跳 ね る、 す わ る、 転 ぷ 、
行 く、 来 る、 通 う、 上 る、 下 る、 登 る、 越 す 、 越 え る、 去 る、 で か け る、
参 る、 う な ず く、 答 え る、 騒 ぐ、 どな る、 い ば る、 黙 る、 泣 く、
笑 う、 ほ ほ え む 、 眠 る、 寝 る、 遊 ぶ 、 休 む 、 群 が る、 逃 げ る、
働 く、 勤 め る、 嫁 ぐ、 戦 う、 急 ぐ、 住 む、 暮 ら す 、 勝 っ 、 敗 れ る、
触 る、 触 れ る、 会 う、 遭 う、 出 会 う、 別 れ る、 そ む く、 報 い る、
畏 ま る、 従 う、 へ っ ら う、 こ び る、 お も ね る、
[集 ま る、 入 る、 出 る、 進 む 、 上 が る、 降 り る、 戻 る1な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (12)驚 く、 助 か る、 な ど。
これ らの 動 詞 はP分 類 語 彙 表 善で は さ ま ざ まな類 に 分 類 され て い るが、 こ こで は、
人 の 動 作 ・行 為 ・表 情 を 表 す 動 詞 とい う点 で ま とめ た。
 第 三 に、 人 の 感 情 ・精 神 的 な状 態 な ど を表 す 自動 詞 が あ る。 これ ら もほ とん どが
無 対 自 動 詞 で あ る。
《無 対 自 動 詞 》
 (13)飽 き る、 呆 れ る、 憧 れ る、 焦 る、 怒 る、 慌 て る、 こ だ わ る、 め い る、
惚 れ る、 ふ け る、 が ん ば る、 耐 え る、 勤 め る、 親 しむ 、 頼 る、
甘 え る、 す ね る、 い じけ る、 ひ が む 、 任 せ る、 迷 う、 と きめ く、 な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (14)苦 し む 、 な ど。
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『分 類 語 彙 表 』 で は、 [2.301気 分 ・情 緒]、 【2.302対 人 感 情]、 [2.3041 努
力 ・忍 耐]な ど に 分 類 さ れ て い る も の が 多 い。
 第 四 に、 天 候 ・気 象 ・時 間 の 経 過 な どを 表 す 自動 詞 が あ る。 これ らは、 主 語 で あ
る特 定 の 物 の 動 き ・状 態 ・変 化 を表 す とい う よ りは、 そ れ を と りま く状 況 全 体 の 動
き ・状 態 ・変 化 を表 す とい うべ き もので あ る。 た と えば、 「雨 が 降 る』が 表 して い
るの は、 「雨aと い うも の が あ って そ れが 「降 る 」 とい う状 態 に あ る とい う こ とで
は な い0空 か ら水 滴 が 落 ち て く るそ の状 況 全 体が 「雨が 降 る 」 な の で あ る。 こ うい
った 種 類 の 自動 詞 も無 対 自動 詞 が ほ とん どで あ る。
《無 対 自 動 詞 》
 (15)晴 れ る、 曇 る、 降 る、 (風 が)吹 く、 (雪 が)積 も る、 ふ ぶ く、
し け る、 (夜 が)明 け る、 〈ﾘが)暮 れ る、 (夜 が)更 け る、
(時 閥 が)遇 ぎ る、 (時 問 が)経 っ、 (月 が)光 る、
く星 が)輝 く、 映 え る、 な ど。
碾有 対 自動 詞 》
 (16) (基 礎 的*d語 に は 該 当す る もの な し)
珍脅 類 語 彙 表 』 で は、 [2,5自 然 現 象aに 分 類 さ れ て い る も の が 多 ぐ、 他 に 「明 け
悉、 専 れ る、 更 け る、 過 ぎ る、 経 っ 』 は[zoas 時 間 ・時 刻 コ に 分 類 さ れ て い る。
 第 五 に、 人 や 動 植 物 の 自然 な 生 育 に関 す る事 象 や、 人 や 動 櫃 物 の 状態 に 生 じ る 自
然 癒 交 化 を どを 表 す 勤 詞 が あ る0こ れ ら も ほ とん どが 無 対 自動 詞 で あ る。
《無 対 自 動 詞 》
 (17)死 ぬ 、 病 む 、 疲 れ る、 くた び れ る、 しび れ る、 太 る、 や せ る、
や っ れ る、 か ぶ れ る、 膿 む 、 酔 う、 植 え る、 咲 く、 茂 る、 実 る、
枯 れ る、 衰 え る、 し ぼ む 、 萎 び る、 な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (is)育 っ 、 覚 め る、 癒 え る、 な ど。
r分 類 語 彙 表 』 で は、 〔2.581生 ・生 育3、 [2.582死7、 [2.300感 覚 ・疲 労 ・
睡 眠1な ど に 分 類 さ れ て い る も の が 多 い。
 以 上 に 示 した 第 一 か ら第 五 まで の類 の 動 詞 に は概 して 無 対 自 動 詞 が 多 い の に 対 し、
以 下 に示 す 第 六 か ら 第十 まで の 類 の 動 詞 に は有 対 自 動 詞 が 多 いYと に注 意 され だ い。
第 六 に、 物 の 属 性 や 物 理 的特 性 の 一つ、 た とえ ば 形 ・大 き さ ・長 さ ・温 度 ・湿 度
一85一
・品 質 ・数 量 ・強 度 ・向 き な どが 変 化 す る事 象 を表 す 自動 詞 が あ る。 これ らの 動 詞
に は、 無 対 自動 詞が 少 な く有対 自動 詞 が 多 い。
《無 対 自動 詞 》
 (19)腐 る、 錆 び る、 濁 る、 腫 れ る、 な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (20)曲 が る、 壞 れ る、 折 れ る、 切 れ る、 崩 れ る、 砕 け る、 潰 れ る、 破 れ る、
割 れ る、 裂 け る、 ち ぎ れ る、 縮 ま る、 縮 む 、 伸 び る、 広 が る、 固 ま る、
煮 え る、 焼 け る、 燃 え る、 焦 げ る、 沸 く、 冷 め る 、 冷 え るs暖 ま る、
薄 ま る、 荒 れ る、 乱 れ る、 ふ さ が る、 整 う、 ま と ま る、 か た つ く、
ち ら か る、 強 ま る、 弱 ま る、 高 ま る、 乾 く、 濡 れ る、 汚 れ る、 染 ま る、
直 る、 治 る、 締 ま る、 緩 む 、 溜 る、 儲 か る、 増 え る、 増 す、 減 る、
残 る、 余 る、 開 く、 閉 ま る、 傾 く、 鋼 れ る、 回 る、 揺 れ る、 塗 ど。
こ の 類 の 自 動 詞 に は 、 『分 類 語 彙 表dで(2.150 ～[20a5a]の[変 化3 `°:さ
れ て い る も の が 多 い。 そ の 他 に は、 rち ら か る、 乱 れ る 」 が[2.130整 序]に 、 『
染 ま る、 汚 れ る 」 が[2.502色]に 、 「乾 く、 濡 れ る 』 が[2.519乾 湿 】 に 、 「焦
げ る、 煮 え る、 燃 え る 、 焼 け る.tが[2.5161火]に 、 『冷 め る、 冷 え る、 沸 く、 暖
ま るJがL2.517熱]に 分 類 さ れ て い る な ど の 例 が あ る。 し か し こ れ ら も 物 の 物 理
的 な 状 態 の 変 化 を 表 す も の と い っ て よ い だ ろ う。
 第 七 に、 物 の 移 動 すな わ ち 物 の 存 在 場 所 が 変 化 す る事 象 を 表 す 自 動詞 が あ る、 こ
れ らは ほ とん どが 有 対 自 動 詞で あ る。
《無 対 自動 詞 》
 (21) した た る、 な ど。
《有 対 自動 詞 》
 (22)上 が る、 流 れ る、 移 る、 落 ち る、 降 り る、 転 が る、 下 が る、 沈 む 、
   動 く、 進 む 、 戻 る、 寄 る、 な ど。
『分 類 語 彙 表 』で は これ ら の 動 詞 の ほ とん どが[2.15 変 化7に 分 類 され て い る。
第 八 に、 あ る物 に 付着 して いた 物 が そ こ か ら取 り除 か れ た り、 あ る場 所 に 存 在 し
て い た も のが そ こに 存 在 しな くな った りす る事 象 を表 す 自動 詞 が あ る。 こ れ らの 動
詞 も ほ とん どが 有 対 自動 詞 で あ る。
《無対 自動 詞 》
:.
(23) (基 礎 的 な 語 に は該 当 す る もの な し)
《有 対 自 動 詞 》
 (24)は ず れ る、 は が れ る、 は げ る、 離 れ る、 ほ ど け る、 も げ る、 取 れ る、
   抜 け る、 な ど。
『分 類語 彙 表 幽で は、 第 六 類、 第七 類 と同 じ く[2.15 変 化]に 属 す る も のが ほ と
ん どで あ る。
 第 九 に、 物 が あ る場 所 に 存 在 あ るい は接 触 す る よ うに な る事 象 を表 す 自動 詞 が あ
り、 これ らも ほ とん どが 有 対 自動 詞 で あ る。
《無 対 自 動 詞 》
 (25)こ も る、 な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (2s)納 ま る、 付 く、 埋 ま る、 詰 ま る、 掛 か る、 重 な る、 は さ ま る、 並 ぷ 、
か ぶ さ る、 備 わ る、 は ま る、 浮 か ぶ 、 浸 る、 返 る、 入 る、 出 る、
加 わ る、 混 ざ る、 満 ち る、 刺 さ る、 揃 う、 当 た る、 伝 わ る、 届 く、
っ を が る、 詰 ま る、 な ど。
こ の 類 の 動 詞 に 竜、 罫骨 類 語 彙 表 四 で[2m15 i変化 コ に 牙 類 さ れ で い る も の が 多 い
が 、 そ の 他 に は 、 rか ぶ さ る、 混 ざ るJが 〔2.113包 摂]に 、 「橘 う、 備 わ る 』 が
[2。130整 備]に 分 類 さ れ て い る な どの 例 が あ る。
 最 後 に 第 十 と しで、 抽 象 的 な 事 柄 や 事 態 その もの の 変 化 を 表 す 自 動調 が あ る。 こ
れ らの動 壽醗こも無 対 趨勁 詞 は 少 勘 く有 対 貞動 詞 が 多 い.な お、 この 類 の 動 詞 は、 そ
れ を取h巻 ぐ状 況 全 体 の 動 き ・状 態 ・変 化 を表 して い る とい う 点で は、 先 に 第 四 類
と した 『晴 れ る 』、 『曇 るJ、 r降 る 』な どの 動 詞 と共 通 す る 点が あ る。 両者 の 相
達 ほ、 第 四 類 の 動詞 が 表 して い るの は 自然 現 象 とい え る事 象 で あ る の に 対 し、 こ の
類 の 動詞 が 表 し て い るの は その 成 立 に 関 わ って い る 「人 」の 存 在 が 感 じ ら れ る事 象
で あ る と い う点 で あ る。
《無 対 自 動 詞 》
 (2?)こ じ れ る、 さ び れ る、 栄 え る、 は か ど る、 な ど。
《有 対 自 動 詞 》
 (28)始 ま る、 終 わ る、 変 わ る、 決 ま る、 定 ま る、 改 ま る、 延 び る、 済 む 、
   止 ま る、 続 く、 起 こ る、 起 き る、 消 え る、 滅ﾘ、 絶 え る、 静 ま る、
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早 ま る、 な ど。
 これ ら の こ とか ら、 有 対 自動 詞 と無 対 自動 詞 は そ の意 味 的 な 分 布 領域 を かな り異
に して い る こ とが 明 らか に で き 走 と思 わ れ る。 以 上 を ま とめ る と次 の よ うに な る。
(1)動 きや変 化 を伴 わな い静的 な状 態を表 す動詞 に は無 対 自動詞が 多い。
             (第 一の類の動詞 な ど)
(2〕 人 の 動作 ・行 為 ・表 情 ・感 情 な ど を表 す 動 詞 に は 無 対 自 動詞 が 多 い。
             (第 二、 第 三 の 類 の動 詞 な ど)
〔3〕 広 い意味 の 自然 現象 を表 す動詞 には無 対 自動 詞が 多 い。
             (第 四、 第五の類 の動 詞な ど)
〔4〕 物 の 物理 的状態 の変化、 存在場 所の変化、 二 者間 の位置 関係 の変化な ど
  を表 す動詞に は有対 自動 詞が 多 い。
             (第六、 第七、 第 八、 第九 の類 の動詞 な ど)
〔5〕 (人 の活動に よって 成立す る)事 象その もの の変 化 を表 す動 詞には有 対
  自動 詞が多 い。    (第十 の類の動詞 な ど)
3 有対 自動 詞 の主 語の 特徴 とその現れ
 本 章 で は 有 対 自動 詞 の 主 語 の特 徴 を み る。 まず3.1で 、 有 対 自 動詞 の 主 語 は主
と して非 情 物 で あ る こ と を 明 らか に し、 次 に3.2で 、 その 特 徴 が 現れ て い る い く
っ か の現 象 を検 討 す る。
3. 1 有 対 自動 詞 の 主 語 の 特 徴
 第2章 で 明 ら か に な っ た 自動 詞 の 分 布 か ら も推 測 で き る よ う に、 有対 自動 詞 は非
情 物 を主 語 とす る こ とが 多 く、 有 情 物 を主 語 とす る こ と は稀 で あ る。
(29)針 金 が 曲 が る。
(30)風 船 が 上 が る。
(31)セ ー タ ー の ボ タ ン が は ず れ る。
(32)押 し 入 れ に 荷 物 が 納 ま る。
(33)仕 事 が 始 ま る。
 た だ し、 こ の 特 徴 に 一・見 矛 盾 す る 現 象 が い くっ か あ る。 第 一 に、 次 の(34)～
(37)で は 「増 え る 』、 「倒 れ る 」、 「並 ぷ 」、 「育 っ 」 の 主 語 が 人 で あ る。 し か し
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この 場 合 の 人 は、 数 と して の人 あ るい は 意 志 の 感 じ られ な い物 体 の よ う に み な した
場 合 の 人 で あ り、 有 情 物 と して の人 とは い いが た い。
(34)委 員 会で 担 当 警 官 を増 や す こ とが 決 定 さ れ た。 警 官 は30人 に 蚣 上 。
(35)自 分 は怒 っ て 妻 を突 飛 ば した。 妻 は寝 床 の 上 へ幽_た 。
                      (志 賀 直 哉 ぽ和 解 』)
(36)学 生 が 校 庭 に並趣 Σ益。
(37)子 供 が 丈 夫 に」葭=2。
第 二 に、 「驚 く』、 r助 か る 」嶽 どは 主 と して 人 が 主 語 に な る有 対 自動 詞 で あ る。
 (38)そ の 子 は 大 き 鞍 ぬ い ぐるみ を 見 て燈公1た。
 (39)人 工 呼 吸 の お か げで 溺 れ た 青 年 が1眈―立Lコ」た。
 しか し、 (38)の 『驚 く』や(39)の 「助 か るJが 表 して い る の は、 「そ の 子 」や
『青 年 』 が 自 ら動 作 主 と な って 行 ラ行 為 とい う よ りは 他 者 か ら の働 きか け に よ って
ひ 罍お こ され る状 態 で あ る。 従 ってr驚 く』、 「助 か る 』 象 ど の 主 語 も典 型 的 な有
精 駒 とは 異 な っ て い る と い うべ きで あ ろ う(注11)。
 第 三1こ、 第2章 の(11)で 有 対 自動 詞 の 例 と して[ ]内 に 挙 げ た動 詞 「集 ま る、
人 る、 幽 る、 進 む、 上 が る、 降hる 、 戻 る 』な どの よ う に、 主 語 とな っ て い る もの
の 移 動 を表 す 自 動詞 に っ い て で あ る。 こ れ らの 自動 詞 で は 非 情 物 だ けで は な く有 情
犢 と して の 人 竜主 語1こ な り う る。
(ao)み ん な も大 統 領 官邸 が ど うな っ た の か見 よ う と盞茎亘 きて い る よ うだ
  っ た。 (近 藤 紘 一Pサ イ ゴ ン の いち ば ん 長 い 日d)
(41)そ こ は繭 倉 の 横 の畑 地 で、 島 村 達 と一 緒 に 駆 けっ け た村 人 は 大 方 そ こ に
  基蟄L竺 の だ っ た。 (川 端 康 成 『雪 国 』)
し か し(40)の 「集 ま る 』、 (41)のrは い る 』 は 、1.2で 述 べ た 自 他 対 応 の 基
準 を 考 慮 轄 い れ る な ら ば 有 対 自 動 詞 とは い い が た い。 な ぜ な ら、 (40),(41)は 次
の(40),3 (4i)'の よ う な 他 動 詞 文 と 意 義 的 ・統 語 的 な 対 応 を な し て い る と は 考 え
に くい か らで あ る。
(40)' み ん な を(大 統 領 官 邸 の 前 に)短 る.。
(41)'村 人 を そ こ6:..4> 。
す な わ ち 、 (40)の 「み ん な が 集 ま る 」、 (41)の 「村 人 が は い る 」 と い う事 象 は、
そ の 事 象 を ひ き お こ す(40)',(41)'の よ う な 事 象(そ し て、 そ の 行 為 の 存 在)を
一89一
全 く前 提 とす る こ とな く生 じる事 象 だ とい うこ とで あ る。
 と ころ が 一 方 で、 「集 ま る 』、 『入 る 』に は、 形 態 的 ・意 義 的 ・統 語 的 に 『集 め
るJ、 「入 れ る 」 と対 応 して い る場 合 が もち ろ ん あ る。
(42)五 年 閲i麹めヱ い るの で も うた くさん 記 念 切 手 が 集」触 血 。
(43)強 力 な ポ ンプ で蚣 の で 数 分 で タ ン ク い っ ぱ い に 水 が 入 ユ去 。
(42)で は、 『(誰 かが)切 手 を集 め る 」 と い う行 為 の 結 果 と してf切 手 が 桑 ま る」
とい う事 象 が 生 じた の で あ り、 (43)で もや は り、 『(誰 かが)水 を入 れ る」 とい
う行 為 がt'水 が 入 る 」 とい う事 象 を生 ぜ しめ た の で あ る。 こ う い っ た 場 合 の 『集 ま
る 」や 「入 る 』の よ うな い わ ば 典 型 的 な 有 対 自動 詞 の 場 合 に は、 そ の主 語 はや は り
非 情 物 だ と い え る。
 以 上 の こ と か ら、 「集 ま る、 入 る、 出 る、 進 む、 上 が る、 降 りる、 戻 る 」な どの
自動 詞 に は 次 の よ うなa.,b,2種 類 の 使 い 方 が あ るこ とが わ か る。
         《自動 詞 表 現 》    《他 勤 詞 表 現 》
(44)a. 切手 が墓 ―ま」夐。   一 子 ど もが 切 手 を1集.め蟻 。
  b. 人 々が盞 茎ゐ 。   一     ×
(45)a. タ ン クに 水 が樋 。 一 係 員が タ ン ク に 水 をム彑 る,。
  b. 村 人 が そ こ にm。  一     ×
(44),(45)い ず れ も、 a.の よ うな 自動 詞 す な わ ち非 情 物 を 主 語 とす る 自動 詞 が
典 型 的 な 有 対 自動 詞 で あ り、 b.の よ うな 自動 詞 す な わ ち 膚 情 物 を 主語 と して そ の
移 動 な ど を 表 す 自動 詞 は 無 対 自動 詞 とみ な すべ き もの で あ る。
 以 上 述 べ で き た こ とか ら、 有 対 自動 詞 は 典 型 的 に は非 情 物 を 主 語 とす る 自動 詞 で
あ る こ とが 明 ら かに で き た か と思 う。 主 語 が非 情 物 で あ る と い う特 徴 は、 次 に3。
2で み る よ う 鞍 有 対 自動 詞 の い くっ かの 統 語 的 な 特 徴 とな って 現 れ るe
3.2 主 語 の 特 徴 の 現 れ
3。2. 1 意 志 ・主 体 性 に関 わ る表 現
 有 対 自 動 詞 は、 い わゆ る意 向 形、 勧 誘 形、 命 令 形 を と る と き わ め て 不 自 然で あ る.
(以 下、 例 文 の 文頭 の*は 、 き わ め て特 殊 な 文 脈 で 以 外 は そ の 文 が 文 法 的 あ る いは





 さ らに、 動 詞 の 連 用 形 に い わ ゆ る希 望 の 助 動詞rた いJの 後 接 した 「～ た い 」 形、
補 助 動 詞 「お く 」、 「み る 』の 後 接 し旋 「～ て お く』形、 「～ て み る 』形 な ど もや
は り非 常 に不 自然 で あ る。
(49)*腿 込。
(50)  *」飆L」 く_。
(51)*決 ユ てム 弖 。
(媚)～(51)が 不 自然 な の は、 意 向 形 、 勧 誘形 、 命 金 形 、 「～ た い 」形 、 「～ て
お く』形、 「～ て み る』形 な どが いず れ も、 主 語 た る名 詞 に 意 志 や 主体 性 を必 要 と
す 蠱表 現 守 あ る 急め、 弉 情 物 を主 語 とす る有 対 膚動 詞 に ふ さ わ し く槍 い か らで あ る。
懣 簓(臆 聡:1?4)で 、 有 対 自動 詞 がr無 意 志 動 詞 』 とされ て い た 所 以 で あ る.
 ち を み に、 8宇 宙 か らの 帰 還 顱 く立 花 隆) 紅中公 新 書; 3?5ペ ー ジ中?ペ ー ジ
労 コ、 穿虫 歯 は ど う して で き る か 』 く浜 田 茂 幸) [岩 波 新 書:193ペ ー ジ 中96ペ
ー ジ 鈴 ヨ) 、 8わ だ しの 少 女時 代 』 (黒 浅召ユ ザ子 ほ か) 匚岩 波 ジ ュ ニ ア 新 書: 209
ペ ー ジ中80ペ ー ジ 発 」 の 文 中 に は有 対 自動 詞 の例 が356例 あ るが 、(46)～(51)に
示 した 意 向 形、 勧 誘 形 を どの例 は一 例 もな い。
 淺 海、 助 勤 詞rべ し』 は、 あ る種 の 動 詞 裟 後 接 した場 合 、 次 の(52)の よ う 鑓、
あ る行 為 を行 う こ とが 主 語 に と って の 義 務 で あ る こtを 表 す こ とが で き る。 し か し、
(53),(54)の よ う緯 有 対 肖勤 詞1こ 後接 した 『ぺ し 』は こ う い っ旋 意 味 を 表 し え な
い。
(52)学 生 は本 を銃1―む蚣 。
(53)地 下 に どれ だ け 水が 浸 み て い け ば、 崩血血 き.条件 に な る と い うこ と は、
科 学 の知 鏃 で 考 え得 る こ とで あ る …  ?ｵ か し こ れ は蠱 重廴る△ 豊 条 件
に な る こ とが い え る だ けで、 稀 れ に は崩 れ な い こ と もあ る。
                 (中 谷 宇 吉 郎 『科 学 の 方 法 』)
(54)こ の 式 も前 の 国 際 オ ー ム の式 も、 最 後 の 桁 は 少 し あ や し く、 ま た 今 後 実
  験 が さ らに 精 密 に な れ ば、 少 し勉 ―る∠豊 性 質 の 式 で あ る。
                   (中 谷 宇 吉 郎 『科 学 の 方 法e)
く53),(54)の 『べ し 」 が 表 して い る の は、 『～ で あ る 董 然 性 が 高 い/～ と い う 変
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化 が 生 じ るの が 当然 だ 』 と い うほ どの意 昧 で あ り、(52)の そ れ とは 異 な っ て い る。
この 事 実 も ま た、 有 対 自動 詞 の 主 語 が 非 情 物 で あ る こ とか ら生 じ る現 象 で あ るe
3。2. 2 使 役 形
 有 対 自 動 詞 は また、 使 役 形 も と りに くい。 次 の 使 役表 現(55)～(5マ)は い か に
も不 自然 で あ る。
(55)*糸 を(に)切 墨 た。
(56)*木 を(に)盤1ヒ 。
(57)*仕 事 を(に)魁 豊―た。
この こ とは、 青 木(1980:456)の 指 摘 す る よ うに 「使 役 文 に お け る使 役 の 対 者(=
動 作 者)に は 動 作 の 実現 者 と して の 主体 性 が 残 され て い る故 に、 自 動詞 の 使 役 態 は
主 体 性 を 持 ち 得 る有 情 物、 あ るい は 動 作 実 現 の能 力 の あ る もの を対 者 とす る表 現 に
用 い られ 」 る た め だ と考 え られ る。
 ちな み に、3.2.1で ふ れ た 『宇 宙 か らの 帰 還Jな ど3点 の 文 中 に は、 非 情 物
を 主 語 とす る 有 対 自動 詞 の 使 役 形 の 例 は 一 例 もな い。
 しか しな が ら、 有 対 自動 詞 の使 役 形 が 用 い られ る 次 の よ うな 例 が あ る こ とは 看 過
しが た い。
(58)下 味 を した 肉 類 の表 面 を固茎_{逮 、 うま み を外 に に が さ な い よ うに ・ ・
  ・(Pき ょ うの 料 理d1981年3月号)
(59)も の を こ わ し た り、 石 をこ―ろL症 紲 左』.、 物 体 の 位 置 を 変 え た りさせ る
  力 …  (中 谷 宇 吉 郎 『科 学 の 方 法d)
(58),(59)で 有 対 自動 詞 の 使 役 形 が 用 い られ て い る こ とに 関 して は青 木(1977)
の 所 説 が 参 考 に な る。 青 木(同:31)に よれ ば、 「非 情 物 を対 象 と して も、 対 象 物
の 能力 ・本 性 を 有 情 物 の 意 志 と同 様 に 見 な す な らば 『ゼ リー を 冷 蔵 庫 に い れ て か た
ま らせ る 』 の 表 現 が 成 り立 ち、 そ の もの の 本 性 を利 用 して そ れ を助 成 す る意 と な る』
とい う。 (58)の 「固 ま らせ 」 は 青木 の あ げ て い る 「か た ま ら せ る 」 と同 様 に 解 釈
で き る。 ま た(59)の 「ころ げ させ る 」 も、 石 を、 自 ら 「こ ろ げ る 」能 力 ・本 性 を
具 えた もの とみ な して い る の だ ろ う。
 と ころ で、 藤 井(isal)の 考察 は、 有 対 良動 詞 が 使 役 形 を と りに くい と い う本 稿
の 観 察 と 一見 矛 盾 す るか の よ うで あ る。 な ぜ な ら藤 井(同)は 、 「広 が る 」 と 「広
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げ るJ、 rく ず れ る 』 と 「くず す 』の よ うな 「対 立 す る動 詞 の 組 」(藤 井1971:15)
を11対 と りあ げ て 、 自動 詞 の 使 役 形(「 広 が らせ る 』、 「くず れ させ るJな ど)
と襁 動 詞(r広 げ る 』、 fぐ ず す1な ど)と の意 味 の 異 同 を観 察 し た もの で あ り、
『鶴 動 詞 と対 立 す る 自動 詞 』の 使 役 形 の 例 が い くっ か示 され て い る か らで あ る。 し
か し、 それ ら の 例 文 を検 討 す る と、 本 稿 で い う有 対 自動 詞 に っ い て はや は り使 役 形
が 瀰 い ら れ に くい こ とが 明 らか に な る。 な ぜ 巻 ら、 藤 井 が 「他 動 詞 と対 立 す る 自動
調Jの 使 役 形 と扱 っ て い る もの の ほ とん どは、 統 語 的 対 応 を考 慮 に λ れ るな らば 無
対 自勳 詞 とみ な す べ き 自 勤 詞 の 使 役 形 だ か らで あ る。 一、 二 例 をあ げ る と、 た と え
ば、 霞動 調 「そ う』 と他 動 詞rそ え るJに 対 応が な りた っ と してrス ー ツ を腰 に そ
壷量 蝨 』 を 「他 動 詞 と対 立 す る 自動 詞 」の 使 役形 だ と して い る例 が あ る。 しか し、
自鸚 詞 文 『ス ー ツが 際 鐸 量二裂』 に 対 応 す る他 動詞 文 と して 『*ス ー ツ を腰 にそ盆 豊 』
壷考 え 驀 こ と はで きを い.ま た、 自動 詞 「轄 ちっ ぐ」 と他 動 詞 ド落 ちっ け る 』 に 対
臨 解 蟹 鯵洗っ と しでr人"を 九 百 五 十 万 人 に―蓋麺 吐隻 盗 」 を 「他 動 詞 と対 立 す る
良鸛 詞 」 の使 役 形 薄 と しで い る 弼が あ るが、 これ も、 自 動 詞 文 「人qが 九 百 五 十 万
人 に灘 一豊丈 』 に 対 磨 す る他 動 詞 文 と して 「*人 日 を九 百 五 十 万 人 に蓋―ち邂 猛 』
費瀦 え る こ と は で きな い、 した が って、 rX一 ツ を腰 にー ぬ樋 」 にお け るrそ わ
壁 蠱 』や 「人 口 を九 百 五 十 万 人 に蘯.ち∠勉 瞳 』に お け る 「蒋 ち っ かせ る 』は、 有
対 肖驫 詞 の使 役 形 と は い え 象 い の で あ る(注iz)A
 罎 上 の 検 討 かh,本 稿 で い う有対 自動 詞 は や は り使 役 形 と しで は 用 い られ に くい
と い っ で よい だ ろ う。
3。2。3 受 身 形
 あ ち だ め て 述 べ る まで も な いが 、 日本 語 で は 自動 調 も 受 身 形 を と って い わ ゆ る聞
接 受 身(迷 惑 受 身)を っ く り、 多 くは 主 語 が な ん ら かの 被 害 ・迷 惑 を被 る こ とが 表
され る。
(60)夫 に 死熱 て.苦 労 したO
(61)夜 中 に 赤 ん坊 に竝鯉 廴工眠 れ 噤 か っ た。
(s2)旅 先 で 雨 に幽 さん ざん な 目に あ っ た。
しか し、 有 対 自動 詞 は間 接 受 身 と して も受 身形 に な りに くい の で あ る0次 の(63)
～(65)の よ うな 倒 が 想 定 で き 】な くは な いが 何 か不 自然 な感 じが 伴 う0
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(63)? (琴 の)演 奏 中 に糸 に一 困 っ た。
(64)?地 震 で 窓 ガ ラ スに趣 尅Lヱ た いへ ん だ っ た。
(65)?ワ ー プ ロ に重』雌 ヱ―不便 だ っ た。
 ち な み に、3。2.1で ふ れ たr宇 宙 か らの 帰 還 』を ど3点 の 文 中に は 自動 詞 の
受 身 形 が2例 あ るが、 い ず れ も無 対 自動 詞 の 例(「 笑 わ れ る 』 と 「泣 か れ るJ)で
あ り、 有 対 自動 詞 の 受 身 形 は一 例 も な い。
 しか しなが ら、 次 の 例 の よ うに あ る種 の 文 脈 の 中 で は 有 対 自動 詞 の受 身 形 が 用 い
られ る こ とが あ る。
(66)こ う云 う時 自分 は ジ リジ リす る程 意 地 悪 くな る。 自分 で 自分 を制 し きれ
  な くな る。 しか し一 方 妻 の 乳 が 止一畫ム」騒 と厄 介 だ とい う気 が あ っ だ。
                      (志 賀 直 哉 『和 解 』)
「止 ま る 」は た しか に 「止 め る 亅 と対 応 す る有 対 自 動 詞 で あ る。 しか し、 自動 詞 文
「妻 の 乳 が 止 ま る」 に 対 応 す る他 動 詞 文 『妻 の 乳 を止 め る 」 は この 状 況 で は 意 味 的
に そ ぐわ な い 表 現 で あ る。 従 って、 この 場 合 の 「止 ま られ るJは 、 「乳 が 止 ま るJ
の 「止 ま る」 を無 対 自動 詞 に近 い とみ な し、 そ の 使 役 形 が 用 い られ た とみ るべ き も
の で あ る。
 この よ うに 有 対 自 動 詞 が 間接 受 身 と して も用 い られ な い と い う特 徴 も ま た、 主 語
が 非 情 物 で あ る こ との 現 れ で あ る。 なぜ な ら、 聞 接 受 身 に な り う るの は(対 応 す る
他 動 詞 の 有 無 に 関 わ りな く)自 動 詞 の主 語 が 有 情 物 で あ る場 合 が ほ とん どだ か らで
あ る。 間 接 受 身 の例 と して、 (60) 「夫 に 死 な れ る 」、 (61) 「子 供 に 泣 か れ る 』
な どの ほ か に、 (62) 「雨 に降 られ る」 の 例 が あげ られ る こ とが 多 いが 、 r《 雨 が)
降 るJの よ うな 非情 物 主 語 の 自動 詞 が 間 接 受 身 に な るの は きわ め て 稀で あ り、 『雨
に 降 られ る 』 は む しろ例 外 的 な ので あ る(注13)。 また、 だ と えば 「倒 れ る』 に っ
い て も、 (6?)の よ うに 「倒 れ る」 主体 が 人 で あ る場 合 は 「倒 れ ら れ る 」が 自 然 を
表 現 で あ るが、(68)の よ うに 「倒 れ る」主 体 が 物 で あ る場 合 は 多 少 とも 不 自然 な 感
じが 否 め な い。
(67) 大 事 な 時 期 に 父 に倒L虹ゐL抂 て 困 っ た。
(68)?台 風 で 庭 の 木 に趣 紘 虹L工 困 った。
 した が って、 1.3で 示 した 西尾(1978)で 、 「(有 対 自 動 詞 は) 『所 動 詞 』 に
属 す る性 格 を 主 とす る』 と され て い たの も、 有 対 自動 詞 の 主 語 が 非 情 物 で あ る こ と
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の 一 っ の 現 れ だ とい え る。
4 有対 自動 詞の表 す事象 の特徴 とその意味 的 ・統 語的 な現れ
 前 章 で は 有 対 自動 詞 の 主 語 の 特 徴 を み たが、 本 章 で は、 有 対 自動 詞 の 表 す 事 象 の
特 徴 を み る。4。1で は、 まず 有 対 自動 詞 の 表 す 事 象 の 要 因 を考 察 し、 そ の 事 象 が
いず れ も人 の 働 きか け に よ って 生 じ させ う る変 化 で あ る こ と を 示 す。4。2で は、
有 対 自動 詞 の そ うい っ た 特 徴が 反 映 され て い る二 っ の 現 象 を検 討 す る。
4.1 有 対 自動 詞 の 表 す 事象 の 特 徴
 第2章 で 明 らか に な っ た よ うに、 有 対 自動 詞 に は 非 情 物 の 状 態 の 変 化 を表 す もの
が 多 い。 本節 で は そ うい っ た非 情 物 の 変 化 を、 そ れ が 何 に よ って ひ きお こ され る か
す な わ ち変 化 を生 じ させ る 要 因 は 何 か とい う観点 か ら二 っ の 場 合 に 分 け て 眺 め る こ
と に す る。 二 っ の 場 合 と は、 外 因 的 を 変 化 で あ る場 合 と 内発 的 な 変 化 で あ る場 合 で
あ る。
4。1。1 外 因 的 な 変 化
 外 図的 な変 化 とは、 外 力 に よっ て 非情 物 に 生 じ る変 化 で あ り、 これ は 大 き く二 っ
に 分 け られ る。 一 っ は有 情 物 の 働 きか け に よ って 生 じ る変 化 で あ り、 も う一 っ は 自
然 力 の 影 響 で 生 じ る変 化 で あ る。
4, 1. 1. 1 有 情物 の 働 きか け に よ る変 化
 有 対 霞 動詞 は、 有 情 物 の 働 き か け に よっ て生 じ る懿 情 物 の 変 化 を 述べ る こ とが あ
る。 だ と えば 次 の(69)で は 「切 る 』 とい う働 き か け に よ って 「切 れ るJと い う変
化 が 生 じ る こ とが 表 され て い る。
(69)島 村 は女 の 髪 を か き分 け て元 結 を切.―ユ1た。 ひ と と こ ろが 里 扛重 たび に、
  駒 子 は 髪 を振 り落 と しな が ら少 し落 ち っ いて、 …
                        (川 端 康成r雪 国 』)
次 の(70),(?1)で も、 「と か す 』、 「静 め るJと い う 働 き か け に よ っ て 各 々rと
け る 』、 「静 ま るJと い う 変 化 が 生 じ る こ とが 表 さ れ て い る。
(70)金 属 の 皿 を熱 して、 そ の 上で 少 量の マ ツ ヤ ニ を―と並愛 。 よ く上並 ら熱
  す るの を や め て、 皿 を さ ます。 (坪 井 忠 二r新 ・地 震 の 話 』)
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(?1)自 分 は畳 廊 下 を往 っ た り来 た り して 心 を静盤iと した。 …  二 分 間
  程 で 自分 の気 持 は齪Lユ.た 。 (志 賀 直 哉 『和 解3)
(69)～(71)に お い て、 他 動 詞 に よ る表 現 と 自勤 詞 に よ る表 現 とが 表 して い るの は 次
の よ うな 状況 で あ る。
       《他 動 詞 表 現 》          《自動 詞 表 現 》
(69)'島 村 が 女 の髪 の 元結 を.A1 。  ― 元 結 の ひ と と ころ が璽」騒 。
(?0)'(実 験 者 が)マ ツヤ ニ を とー並三立 。 ― マ ツヤ ニが 幽 。
(71)'自 分 が 心 を詮 」騒 。        一 心 が産廴ま―る,。
 こ れ ら(69)～(71)は 、 他 動詞 に よ って働 きか け が 明 示 的 に 表 現 され て い る場 合 で
あ る。 しか しま た 次 の 例 の よ うに、 有情 物 の働 きか け に よ っ て 生 じた変 化 で あ る こ
とが 明 白 で あ っ て も、 そ の 働 きか け が 明 示 的 に は 表 現 され て い な い 場合 も多 い0
(?2)十 一 時 過 ぎ、 家 々の 窓 の 明 か りは ほ とん ど塹隙 一左。
              〈近 藤 紘 一蜒T イ ゴ ンの い ち ば ん 長 い 日 』)
(73)消 防 組 青 年 団 の 延ぺ 人 員 二千 名 の 出 動 の 手 配 が も う整―ユ,ヱ い た。
                        (川 端 康成 『雪 国 』)
(74)大 帝の崩 御の 日を限 りに年号がm…
                 (宮 尾登美 子 『鬼 龍院花子 の生涯 』)
こ―れ らで表 されて い る状 況 は次 の ような ものであ る と考 え られ る。
       《他動詞 表現》      《自動詞表 現》
(72)' (誰 か が 明 か りを沮 す。)  一 明 か りが 懸 。
(73)' (誰 か が 手 配 を盤 ゑ。) 一 手 配 が整i。
(74)' (誰 か が 年 号 を改』Σる.。) 一 年 号 が雪廴ま―-亙。
 以 上 み て き た(69)～(74)の 有 対 自 動 詞が 表 して い るの は、 (明 示 的に 表 現 され て
い る か否 か に か か わ らず)働 き か け に よって ひ き お こ さ れ る変 化 で あ る。 この 場 合、
変 化 の 生 じる非 情 物 は働 き か けの 受 け 手 とい う意 味 に お いて 被 動 者 とみ な す こ とが
で き る。 した が って、 有 対 他 動 詞 は動 作 主 の 働 きか け を 表 現 し、 有 対 自動 詞 は 被 動
者 の 変 化 を表 現 して い る と い え る。
4.1. 1.2 自然 力 の 影 響 に よ る変 化
有 対 自動 詞 は、 自然 力 の 影 響 に よ っ て生 じ る非 情 物 の 変 化 を 表 す 場合 も あ る。
 (75)台 風 で 木 が 倒[屯.、電 線 が 切■Lる,。
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(76)火 山 の 爆 発で 溶 岩 が拠 弖 。
(77)濁 流 の た め 堤 防 に 亀 裂 が入 互。
これ らは、 変 化 の 原 因 と な った 外 力 と してr癜?、 「火 山 の 爆 発 」、 「濁 流 』 な
どの 自然 力 が 存 在 す る場 合 で あ り、 意 昧 的 に は次 の よ うな 状 況 で あ る と考 え られ る。
       《他 動 詞 表 現 》          《自動 詞 表 現 》
(75)' (台 風 が 木 を 倒上 、 電 線 を切1―豊,)一 木 が亂 れ、 電 線が 切!並―亙。
(76)' (火 山 の爆 発 が 溶 岩 を流 す。)  一 溶 岩 が癒まLゑ 。
(??)' (濁 流 が 堤 防 に亀 裂 を2ゝ蟹 。) 一 堤 防 に亀 裂 がム.弖。
掩 薄 し、 前節 で 述 べ た有 情 物 の 麟 きか け に よ って 生 じる変 化 の 場 合 と異 な り (75)'
～ 《7衿'の 他 勤 詞文 す な わ ち 霞然 力 を 主語 緯 した 他 動 詞 文 はﾘ本 語 には あ ま りな じ
窰唸 い表 現 で あ る 《注 罵)?ｻ の 禿 め、 「台 風 」や 「火 山の 爆 発 」 を文 中 に表 現 す
轟 とす れ ば 先 の(75)～ 〈7?)の よ うに、 「で 』格 や 『～ の た め に 』の 形 で 表 す こ と
に鞭 愚わ け で あ る.こ の こ とは、 「台 風が 木 を倒 す 」の 「台風 』は、 「木Jに 変 化
を盤 じさぜ る外 力 で は あ る もの の、 「き こ りが 木 を倒 す 」の 「き こ り』が 動 作 主 で
あ 蚤の と同 等 に は み 癒 しが だ い こ と を うか が わせ る もの で あ る。 一 方、 変 化 の 生 じ
驀 『本 』 や 「電 線 』 な どは、 外 力 の受 け手 とい う意 味 に お い て や は り被 動 者 と み な
す こ とが で き る。 し掩 が っ て こ の 場 合 も まだ、 宥 対 自動 詞 は 被 動 者 の変 化 を表 現 し
で い 轟 とい え る。
4,夏 。2 内 発 的 噸 変 化
 有 対 自 動 詞 は ま た、 外 力 に よ って生Cる の で は な い非 情 物 の 変 化 を表 す こ と も あ
る.次 の よ うな 場合 で あ る、
(7s)長 く着 て い る うち`こセ ー ター の 袖 口が蟹 。
(i9)久 し ぶ りに 下 激 を履 こ う と した ら鼻 緒 が 髄.て ■い た。
(80)兵 た ち の 状 態 ほ 見 違 え る よ うに悪 くな って い た。 服 は勲 け、 靴 は拠 、
髪 と髭が齪 工 、 汚れ た青 い顔の 中で、 目ば か り光 って いた。
                     (大 岡昇平 『野 火 』)
 これ らで 表 さ れ て い る の は、 あ た か も非 情 物 自体 に そ の 変 化 が 生 じる本 性 あ る い
は カが 備 わ っ て い てお烈 尤 変.h,生 じた か の よ うな い わ ば 内発 的 な 変 化 で あ る。 換 言
す れ ば、 変 化 を生 じ させ る動 作 主 の よ うな 力 が 非 情 物 に 備 わ っ て い で、 非 情 物 が 自
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ら に働 き か け て 生 じ させ た 変化 と もい え よ う。 した が っ て(78)～(8の に は 対 応 す
る他 動 詞 表 現 が 考 え に く く、 そ の 意 昧 に お い て は 典 型 的 な 有 対 自動 詞 とは 趣 を異 に
す る。
        《他 動 詞 表 現 》          《自動 詞 表 現 》
(78)'(?セ ー ター の 袖 口 を盤藍笠 。) 一・セ ー ター の 袖 口が蓮畆 。
(79)'(?鼻 緒 を.舅L亞◎ )         一 鼻緒 が 」製11Lる―。
(80)'(?服 を裂 盞、 靴 を:1'.―、 髪 と髭 を1鍾虫廴し、 …  )
           一 服 は鯉 、 靴 は拠 、 髪 と 髭 は盤 ζ£』ζ、 …
こ うい っ た こ と か ら、(78)～(80)の 主 語 で あ る 「t一 タ ー の 袖 口 」やr鼻 鰭 』 な ど
を、 前 節 で み た有 対 自動 詞 の 主 語 と同 様 に 被 動者 とみ な す こ と は適 当で な い と い わ
ね ば な らな い。(78)～(80)の よ うな有 対 自動 詞 は、 そ れ 自 身 が 動 作 主で も あ る か の
よ うな 被 動 者 に 生 じ る変 化 を表 現 して い る とい え よ う。
 な お、1.3で ふ れ た 西 尾(1978)に 、 「(有 対 自動 詞 は)『 中 相 動 詞 』 と い う
べ き も の だ と も 言 わ れ る。 」 と あ るの は、 あ る種 の 有 対 自動 詞 の も つ こ の よ う 癒性
質 を さ して い るの だ と思 わ れ る。
4。1。3 働 きか け に よ って 生 じ させ う る変 化 で あ る こ と
 再 三 述 べ て き た よ うに、 有 対 自動 詞 に は 非 情 物 に 生 じ る変 化 を表 す 動 詞 が 多 い。
しか しな が ら、 非 情 物 に 生 じ る変 化 を表 す 自動 詞 が す べ て有 対 自動 詞 だ とい うわ け
で は な い。 た とえば、 『晴 れ る、 曇 る、(風 が)吹 ぐ、 (夜 が)明 け る、 (夜 が)
更 け る、 (日 が)暮 れ る、 (時 間 が)経 っJを は じめ、 非 情 物 に生 じる変 化 を述 べ
る 自動 詞 で あ っ て も無対 自 動 詞 で あ る もの は少 な くな い。
 で は、 有 対 自動 詞 が 表 す 非 情物 の 変 化 と、 無 対 自動 詞 が 表 す 非 情 物 の 変 化 との 連
い は 何 だ ろ うか。 第2章 で(15)と して 挙 げ た 動 詞 の例 か ら も うかが え る よ うに、
無 対 自動 詞 の 表 す 非 情 物 の 変 化 た とえ ば 「夜 が 更 け る』、 『時 間 が 経 っ 』な どの 変
化 は、 人 のカ で ひ き お こす こ との で きな い 変 化 で あ る。 そ れ に 対 し有対 自動 詞 が 表
す変 化 は、 (「 下 駄 の 鼻 緒 が 切れ る0』 の よ うな 内 発 的 な 変 化 で あ る場 合 もあ る に
せ よ)人 の働 き か け に よ っ て 生 じ させ う る変 化 で あ る。 す な わ ち、 非情 物 に生 じ る
変 化 が 働 きか け に よ っ て 生 じ させ う る変 化 で あ る場 合 に 限 っ て、 働 きか け を述 べ る
もの と して の 他 動 詞 と、 生 じ る変 化 を述 べ るもの と しで の 自 動 詞 と が 自 他 対 癒 を な
.;
し て い る の で あ る。
4.2 有 対 自動 詞 の 意 味 的 な 特 徴 の 現 れ
 本 節 で は、 非 情物 に生 じ る変 化 を 表 す もの として の有 対 自動 詞 の 特 徴 が 現 れ て い
る2っ の 現 象 を 示 す。 「～ て い る」形 の 表 す 意味 と、 い わゆ る連 用 形 名 詞 の表 す 意
昧 で あ る。
4。2。1 r～ て い る 」 形 の 意 昧
 勲 詞 の 『～ て い る 』形 の 表 す 意 昧 を い くっ か に 分 け る 場 合 しば しば そ の 一 っ と し
て、 r結 果 の 残 存 』 を表 す もの が あ る と され る 《金 田 一1954、 高 橋19?6噸 ど)。
これ を 自他 対 応 の観 点 か らみ る と、 有 対 自動 詞 の 「～て い る 』 形 に は 「結 果 の 残 存 』
遷表 す も のが 多 い と い え る。
⑱1)包 装紙が破 れこて上Σ―弖、
⑱2)荷 物 が網 棚 ぱ凱 込益。
(83)床 の 間鷺掛 け軸が一.
(84)会 議 が燈 ま皿.
(81)～(8の の 「～て い るJ形 は 各 々、 『包 装紙 を勲 』、 「荷 物 を 網 棚 に上.鐶L益 』、
『床 の 闘 に 掛 軸 を齪 豊 』、 「会 議 を1始蜘 る 」 とい う鋤 きか け の結 果 と して、 r破
れ る 』、 『上 が るJ、 『掛 か る 」、 「始 ま る 』 とい う状 態 が 生 じ、 それ が 非 情 物 に
『残 存 』 して い るこ と を表 して い る。
 艶 だ し若 干 洌 外 もあ る?ｽ と えば 次 の 例 は、 有 対 自動 詞 の 『～て い る 』 形で あ る
がfﾘ果 の 残 存 』 を表 す と はい いが た い。
(85)木 の 枝 が 懃.て ⊥重 。
(86)こ ま が煙1ユ ヱ⊥Lる―。
 (85),(86)の 『～ て い る 」形で は、 い わゆ る 「動 きの 継 続 』が 表 さ れ て い る。
これ につ い て は 次 の よ う に 考 え られ る。 (85)の 「揺 れ る 』、 (86)のr回 る 』は、
各 々 に対 応 す る 他動 詞 「揺 らす 」、 「回 す 」が、 非 情物 に変 化 をひ きお こ しは す る
が 簸 終 的 に は そ の もの 江 結 果 を残 す こ との な い働 き かけ を表 す もの で あ る。 他 動 詞
『揺 らす 』、 「回 す 」の もっ そ うい っ た特 殊 性 が、 各 々 に対 応 す る 自動 詞 の 『～ て
い る 』形 に も現 れ て い る の で あ る。
..
 ま た、 有 対 自動 詞 で あ っ て も共 起 す る副 詞 句 の 影 響 な どに よ り、 『～ て い るJ形
がr結 果 の残 存 」を 表 す とは い い が た い 場合 が あ る0
(87)姿 が 写 る部 分 だ け は窓 の 外 が 見 えな い け れ ど も、 娘 の輪 郭 の まわ り を絶
  え ず 夕 景 色が 勲上 』贓 の で、 …  (川 端 康 成 『雪 国 盞)
 (88)木 の 葉が さ ら さ ら流 洫 蓋 。
隊 上、(85)～(88)の よ うな 場合 が あ る もの の、 有 対 自動 詞 の 「～ て い る 」形 は 典
型 的 に はr結 果 の残 存 」 を表 す とい,xよ う。
 この よ うに有 対 自 動詞 の 『～ て い るJ形 が 「結 巣 の 残 存 』 を 表 す こ とが 多 い の は、
有 対 自動 詞 が 行 為 や 動 作 を表 す もの で は な く非 情 物 に生 じ る変 化 を 表 す 自動 詞 だ か
らで あ る。 こ の こ とは、 無 対 自動 詞 で あ っ て も非 情 物 に 生 じ る変 化 を表 す 動 調 は そ
の 『～ て い る 』形 が 『結 果 の残 存 』 を表 し うる こ と か ら も うか が,x.る 。
(89)花 が 塾IU二 髄.。
(90)魚 が 廣 ユ 」ヱ⊥Lる.。
(91>水 が 翫 血 る一。
 と ころ で、 西 尾(?18)と の 関 係 で あ るが、 有 対 自動 詞 のr～ て い る 」形 は 「そ
の動 作 ・作 用 が 終 わ って そ の結 果 が 残 存 して い るJ (金 田一 1954:8)こ とを表 す
の で、 r(有 対 自動 詞 に は)B瞬 間 動 詞 』が 多 い 」 とい う西 尾(1978)の 指 摘 は妥
当で あ る。 た だ し、 西尾 の よ うに、 「～ て い る 』形 の 表 す 意 昧 の 特 徴 を根 撚 と して
「(有 対 自動 詞 は)『 結 果 動 詞 幽 す な わ ち主 体 に 変 化 を 生 ず る動 詞 に所 属 す る もの
で あ る1と 特 徴 づ け るの に は い くぷ ん注 意 が 必 要 で あ る。 な ぜ な ら 第 一 に、 藤 井
(1966)の い う 『結 果 動詞 』 とは、 「あ とに あ る結 果 を もた らす よ う な動 作 ・作 羂 を
表 す 動 詞 』で あ り、 『結 婚 す る、 (花 が)散 る、 行 く、 来 る、 乗 る、 出発 す る、 到
着 す る、 しゃ が む、 立 っ、 す わ る、 知 る、 着 る 』な どが 例 と しで あ げ られ で い る こ
とか ら も わ か る よ う に、 そ の 概念 は 非 常 に広 い もの だ か らで あ る。 第二 に、 上 に 示
した 藤 井 の 定 義 を み るな ら ば、 『結 果 動 詞 」で あ る か否 か は 本 質 的 に はr～ て い る』
形 の 意 味 とは 無 関 係 で あ る。 した が って 有 対 自動 詞 が 結 果 動 詞 に 属 す る とす るの に
西 尾が 基 づ い て い る 根撲 は 必ず しも適 切 とは い い が た い の で あ る。
 な お 最 後 に、 あ る種 の 有 対 自動 詞 の 「～ て い る 』形 は 次 の よ うに 結 果 の 残存 と も
動 作 の継 続 と も い え な い 状 態 を表 す場 合 が あ る こ と をっ け加 え て お く。
(92)日 本 列 島 は 南 北 に細 長 く」堕登エ」塾.弖。
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(93)図11で 熱 流 の 少 な い と ころ は、 図2で 震 央 の 多 い と ころ とだ い た い 同 じ
  場 所 に製 廴ユヱ」磁 よ うで あ る。 (坪 井 忠 二P新 ・地震 の 話 』)
これ らは 単 に 非 情 物 の 静 的 な 状 態 を述 べ る もの で あ り、 そ うい っ た状 態 を呈 す る以
前 の 何 ら か の 動 きを 前 提 と す る もの で は な い。 この 点で こ うい っ た 場合 の 有 対 自動
詞 は 金 田 一(1954)の い わ ゆ る 「第 四種 の 動 詞 」(「 そ び1xる 、 とが る 』 な ど)の
性 質 を帯 び て い る と い え よ う。
4.2.2 連 用形 名 詞 の 意 味
 醗 詞 の 連 用 形 は そ の ま ま の形 で 独 立 の 名 詞 と して 用 い られ る 場合 が あ り、 そ う い
っ艶 名 詞 はr達 用 形 名 詞 』 (注i5)と 呼 ば れ る こ とが あ る。 本 節 で は、 有 対 自 動 詞
の 恵 昧 的 な特 徴 が そ の 連 用 形 名 詞 の 意味 に 反映 して い る こ と を明 ら か に す る。
 す ぺ で の 勤 詞 の 連 用 形 が 独 立 の 名 詞 と し て 用 い られ る わ け で は な い が、 有 対 自動
講 に も無 対 自動 詞 に も こ の 矯 法 は あ る。
(94)媛 血 の ひ どい 洗 濯 物。 (有 対 自 動 詞 「汚 れ る 」)
(95)盤 は 三 時 間、mは 四時 間 か か っ た。 (無 対 自 動 詞 「行 く、 帰 る 」)
 しかL 有 対 自動 詞 の 連 用 形 名 詞 と無 対 自動 詞 の 連用 形 名 詞 に は 次 の よ うな 異 な
る韓 徴 解 あ る。 まず 、 有 飼 自動 詞 の 連 用 形 名詞 に は 変化 の 結 果 生 じた状 態(「 ～ し
殪 あ との 毅 態 あ るい は物 』)を 表 す 名詞 が 多 いの に 対 し、 無 対 自動 詞 の 連 用 形 名 詞
に は そ う い っ 淹 もの は多 く象 い。
蕉有 対 自 動 詞 の 連 用 形 名 詞 》
 (96)割 れ、 破 れ 、 折 れ 、 焦 げ、 ふ く ら み 、 固 ま り、 ひ ろ が り、 腫 れ 、 荒 れ 、
くず れ 、 け が れ 、 汚 れ、 こ お り、 し あ が り、 ず れ、 高 ま り、 煮 え、
ね じ れ 、 残 り、 ま と ま り、 ゆ が み、 ゆ る み 、 現 れ 、 っ な が り、 重 なh、
橘 い、 開 き、 豊 び 、 当 り、 集 ま り、 納 ま り、 乱 れ 、 傾 き、 か わ き、
決 ま7 な ど。
《無 対 自動 詞 の 連 用 形 名 詞 》
 (97)か た よ り、 錆 び 、 ぼ け、 疲 れ、 な ど。
 それ に 対 して、 連 用 形 名 詞 の うち 動作 や 作 用 そ の もの(「 ～ す る こ と亅)を 表 す
もの や 動 作 や 作 用 の 内 容(r～ す る 内容 』)を 表 す もの は、 有 対 自 動 詞 に は少 な く
無 対 自動 詞 に 多 い。
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《有 対 自動 詞 の連 用 形 名 詞 》
 (98)動 き、 起 こ り、 疲 れ、 な ど。
《無 対 自 動 詞 の 連 用 形 名 詞 》
 (99)走 り、 泳 ぎ、 遊 び 、 が ん ば り、 眠 り、 震 え 、 う な づ き、 答 え、 暮 ら しs
洌 れ 、 甘 え、 争 い、 戦 い、 た め ら い 、 あ き ら め 、 焦 り、 怒 り、 飽 き、
憧 れ 、 悩 み 、 迷 い 、 酔 い 、 衰 え、 降 り、 な ど。
 有 対 自勤 詞 の 連用 形 名 詞 に み られ る上 の よ うな傾 向 は、 有 対 自動 詞 に は 働 き か け
に よっ て 生 じ る非 情 物 の 変 化 を述 べ る動 詞 が 多 く、 動 作 や 作 用 を表 す 動 詞 が少 捻 い
こ との 現 れ だ とい え る(注is)。
 な お、 動 詞 の 連 用 形 が 名 詞化 す る こ とに っ い て は、 西 尾(1961)に 詳 しい論 考 が
あ る。 西 尾 の こ の 論 考 は 自 動 詞、 他 動 詞 あ るい は そ の 対 応 の 有 無 と い っ た 観 点 か ら
の 分 析 で は な いが、 次 の 点 に本 稿 の観 察 と共 通 の特 徴 が うか が え る。 西 尾 く同:70-
1)で は、 「動 詞 の 意 味 の 名 詞 化 の され 方 に っ い て 類 型 を 求 め た 一 案 」 と して 連 用
形 名 詞 が そ の 表 す意 味 に よ って8種12類 に 分 類 され て い るが 、 その 細分 の ひ とっ に、
「 〔何 カ ガ 何 々 シ タ 結 果 デ キ タモ ノ)」 を表 す 連用 形 名 詞 の 類 が あ り、 そ の例 と し
て挙 げ られ て い るr余 り、 固 ま り、 氷、 (点 の)集 ま り、 くぼ み 」 が す べ て有 対 自
動 詞 か ら作 られ 亢連 用 形 名 詞 だ とい う点 で あ る。 また、 宮 島(1956)で は、 'i^1i;'
か ら派 生 した 名 詞 』 の 表 す意 昧 が 大 き く11類 に分 け ら れ て い るが、 そ の うち の 一
っ に 「～ した(結 果 で き あ が った)も の 』の 類 が あ り、 例 と して 「余 り、 離 れ、 焦
げ、 こお り、 折 れ 」が あ げ られ て い る(注17).こ れ ら も す べ て有 対 自動 詞 か ら作
られ た 名 詞 で あ る。
5 ま とめ
 以 上 の 考 察 か ら、 有 対 自動 詞 の特 徴 と して 第1章 で 仮 説 的 に 提 案 した 次 の二 嶽が
裏 づ け を 与 え ら れ た と思 わ れ る。
〔1〕 非 情 物 を主 語 とす る こ とが 多 い。
(2〕 働 き かけ に よ って ひ きお こ し う る非 情 物 の 変 化 を表 す こ とが 多 い0
っまり、有対自動詞は、勲2L幽独一 諠泌 一 亠_亙量1麹
の,甦 止 ―は―麹臨__そ,辺L韭 ―」豊盈【.を1主謐 盈_しLコ匚一 詞衄 とい う こ とが で
き る 。
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 な お、1。3で あ げ た 西 尾(1979)に 指 摘 され て い た 有 対 自動 詞 の性 質 の う ち、
「P所 勤 詞 』 に 属 す る性 格 を主 とす る もの1と い う点 お よ び 「基 本 的 に は 『無 意 志
動 詞 』に 分 類 され る 性 質 を も っ て い る」 と い う点 は、 主 語 が 非 情 物 で あ る こ との 現
れ で あ り、 「 『結 果 動 詞 』 すな わ ち 主 体 に 変 化 を生 ず る動 詞 に 所 属 す る 」 とい う点
お よび 「 『瞬 間 動 詞 』 が 多 いJと い う点 は、 有 対 自動 詞 が 非 情 物 に生 じ る変 化 を表
す こ との 現 れ だ と考 え ら れ る。 ま た 「 『中 相 動 詞 』 とい うべ き もの 』 とい う点 は、
4。1。2で 述 べ た よ う に あ る種 の有 対 自動 詞 は(外 力 に よ らな い)非 情 物 の 内 髭
的 な 変 化 を表 し う る こ と と関 連 す る もの で あ る。
                浅主
《注 豊) 調 査 す る 自勳 詞 の 総 語 数 を 多 く とる と、 対 慈 す る他 動 詞 の あ る 自動 詞 の
浅 め る罰 合 は 砥 く鋤 る。 た と えば、 大 野 ・浜西 編(1981)に は 自動 詞 が 約1540語
あ げ ら れて い るが、 そ の うち対 旛 す る他 動 詞 が あ る自 劾 詞 は 約580語 で あ り、 対
応 す る弛 動 詞 の を い 自動 詞 は 約960語 で あ る。
(注 鍛  本 稿 で は、 い わ ゆ る複 合 動 詞 く「飛 び 降hる1、 「泣 き止 む 』 な ど)、
漢 語 サ 変 動 詞 く『発 展 す る 』、 「成 功 す る 』な ど)は 考 察 の 対象 と し な か っ た、
これ ら の勣 詞 の 自他 灣 旛 の 問 題 に つ い て は 稿 を改 め て 考 察 しだ い。
〈注? 「切 れ る、 劉 れ る、 破 れ る 』 な ど を独 立 の 自 動 詞 と扱 い、 r飛 ば す、 乾
か す、 動 か す 』嶽 ど を識 立 の 他 動 詞 と扱 うこ との 妥 当 性 に っ い て は 早 津(雄87)を
参 照 さ れ 掩 い。
《注4) 自他 対 旛 の 認 定 に関 して さら に 二、 三 の 点 を っ け くわ え て お く。 詳 し く
dﾘ、 早 津(1987)を 参 照 され た い。
 第一 は、 い わ ゆ る多 義 語 に っ いて で あ る。 多 義 語 の 場 合 に は、 そ の 動 詞 の す べ
て の 意 昧 に お い て 自他 対 応 が 成 り立 っ とは 限 らな い。 た と え ば他 動 詞 「抜 くJは 、
(rt)b.の 意 味 に お い て は(100)a.と 対 晦 をな す が、(101)b.の 意味 に お い て は
く101)a.と 対 応 をな さ な い、 な どの例 に み られ る通 りで あ る。
(,f1)a.      とdi'力童.腿 。
   b. こ ど も が とげ を 」直」廴。
(101)8.*      一 位 の 選 手 が齟 五 。
   b. 二 位 の 選 手が 一位 の 選 手 を撚 。
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 この 点 に 関 して は、 西 尾(1978)に 、 「か か る 』 と 「か け る」 を例 に した 詳 し
い論 考 が あ る。
 第二 は、 「開 く』、 『閉 じる 』、 「吹 く』、 「笑 う 』 の よ うに、 他 動 詞 と して
も 自動 詞 と して も 用 い られ る もの に つ い てで あ る。 こ れ らは 二種 類 に 分 け られ る。
まず、 「開 く」や 「閉 じ る」の 類 は、 自他対 応 を な す 次 の よ うな文 を作 る。
 (102)a.   戸 が 盤L丈。
   b. 子 供 が 戸 をLI 1 。
(103)  a。          尸91が1匱西S二_弖。
   b。 係 員 が 門 を農廴じ.益。
こ うい った 動 詞 をr両 用 動 詞 』 とす る立 場 もあ る が(寺 村1982:304-5)、本 稿
で は 自動 詞 と他 勸 詞が 同 じ形 を とっ て 対 応 して い る もの と考 え、 上例 の 各 々 のa。
の 『開 く」、 「閉 じ る 』 は対 応 す る他 動 詞 の あ る 自動 詞、b.の 「關 く 』、 「閉C
る 』は 対 応 す る 自 動 詞 の あ る他動 詞 とみ な す。
一方、 『吹 く」や 「笑 う』の 類 は事 情 が 異 な る。
 (104)a,      風 が 吹ヱ.。
   b*(誰 か が)風 を吹-。
(105)a.*   フ ル ー トが 虹 。
   b. 子 供 が フ ルー トを吹工 。
(106)a.     み ん なが1窺0
   b.? (誰 か が)み んな を鐵 。
(107)a.*  他 人 の 失敗 が 窺 。
   b. 人 が 他 人 の失 敗 を短 。
(1¢4)～(107)は い ず れ もa.とb.との 間 に 意 義 的 ・統 語 的 を 対 応 が 成 り立 だ な
い。 し た が っ て(104)a.の 「吹 く 」、(ios)a.の 「笑 う 」 は 対 応 す る 他 動 詞 の な
い 自 動 詞 、(105)b.の 「吹 く』、(107)b.の 「笑 う 』 は 対 忘 す る 自 動 詞 の な い 他
動 詞 と み な す 。
 第 三 は、 自動 詞 と他 動 詞 が 一 対 一 に対 応 しな い もの に っ い てで あ る。 た と えば、
自 動 詞 「抜 け る 』 に は 対 応す る他 動 詞 と して 「抜 く」 と 「抜 かす 』が あ り、 また
他 動 詞r起 こ す 』 に は 対 応 す る 自動 詞 と して 「起 き るJと 「起 こ る」 が あ る な ど
の 例 で あ る。 こ うい っ た 現象 に関 して は 須賀(1981)で 、 「併 存 」す る 自動 詞 あ
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るい は 他動 詞 の 意 味 的 な 差 異 を明 ら か に す る試 み が な され て い る。 し か し、 ほ と
ん どの 併 存 例 は 本 稿 の 考 察 に お い て は そ の 差異 を 考 慮 に 入 れ る必 要 が な い と思 わ
れ る。
《注5) 宮 島(1972)、 西 尾(19?8)、 須 賀(1986)な ど に も あ る 程 度 の 言 及 が
あ る0
く注6) 西 尾(rs7s)で は 「中 相 動 詞 』 に 関 し て 金 田 一(1957)が 参 照 さ れ て い
為。 金 田 一 は、 ヴ 哮 イ ス の ひ とっ と して 『中相 態 』 を設 け(他 は 能 勸 態 、 受 動 態 、
使 役 態)、 『コ ン ナ字 ガ 書 ケ テ シマ ッ タJのr書 ケ ル 』 を 「書 く』が 中 相 態 を と
っ 艶 もの と した く同:2舗 鴫)。 中 相 態 と は 「受 動 的 な 意味 を も っ 掩、 受 動 態 な ら
ざ る 自動 詞 」 (同:2縛 》 だ と い う。 そ し て、 動 詞 の 中 で そ の まま の形 で っね に 中
穂 態 の よ うは 用 い られ る もの をr中 相 動 詞 』 と して い る よ うで あ るが、 明瞭 蹴 規
定 は 蠶 され て い な い.し 艶が っ て、 西 尾 の よ うに 有 対 自動 詞 を 「 『ﾘ相 動 詞 』 と
い うべ き も の だ と も言 わ れ る.Jと 結 論 づ け るに は多 少 の 疑 義 が 残 る。 た だ し、
 『寧 相 勤 詞 』 の緲 と して 金 田 一 に あ げ ら れ て い るr煮 エ ル、 売 レ ル、 クズ レ ル、
涛マ ル 』の 例 は い ず れ も有 対 自動 調で あ る。
《注7)  「断 動 詞 』に っ いて は 三上 く1953)を 参 照。
《譲8)  「絡 果 動 詞 』 に っ い て、 西 尾(1978)で は 高 橋(19?s)の 引 用 と され て
い るが 、 高 橋(同)に は 『鯖 果 動 詞 』に っ いて 述 ぺ られ た箇 所 は 見 あ た らな い。
洗 踏 高 橘 く同:125)に 、 「～ て い る』形 の 表 す 意 味 の ひ とっ と しで、 「うご きが
お わ っ た あ と 隲 う ご きの 結果 と して うご きの 主 体 の変 化 した状 態 が っ つ いて い る
こ と を あ ら わ すJも の が あ る と い う指 摘 が あ るが、 これ と藤 井(1966)のr結 果
勲 調 』の 概 念 との 関孫 は 必ず しも明 らか で な い。
《注9) 「瞬 間 動 詞 』1こっ い て は金 田 一(1954)を 参 照。
く注10) この 類 の 動 詞 に は金 田一(1954)の 分 類 に お け る 「状 態 動 詞 』 あ る い は
 r第 四 種 の 勤 調 』 に 相 当 す る も の が 多 い。
(注11) 宮 島(1972:422,426)でも、 「驚 く 』 は 「有 情 物 の 無 意 志 勤 作 」 で あ り、
 『助 か る」 は 「本 人 の カ で は ど う しよ う もな い も の 』 で あ る と され て い る。
く注12) 藤 井(1971)の 例 の うち次 の 倒 は 有対 自動 詞 の使 役 形 の 例 とい え る。
な ぜ な らa自 動詞 「固 ま る 』 と他 動 詞 「固 め る 」 は形 態 的 ・意義 的 に 自他 対 応 を
な し、 かっ 自動 詞 文 『セ ル ロ ー スが 固 ま るJに 対 応 す る他 動 詞 文 と して 『セ ル ロ
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一 ス を 固 め る 」を 考 え る こ とが で き るか らで あ る。
(108)セ ル ロ ー ス を 薬 品 で とか し細 い 穴 か ら お し 出 して0ら,藍,た もの。
   (藤 井 (同:16)の 例。 番 号 は 本 稿 の 通 し番 号、 下 糠 は 藤 井 で は傍 点 の
   部 分。)
この 例 は本 文 の(58),(59)と 同 様、 『セ ル ロ ー ス 』 を 自 らr固 ま る 」 能力 ・本
性 の あ る もの と して 有 情 物 の よ うに とら えた もの と解 釈 で き る。
(注13) 笄 情 物 が 主語 とな る 自動 詞 と して他 に 『(風 が)吹 く、 (釘 が)錆 び る、
 (夜 が)明 け る、 (夜 が)更 け る、 (時 間が)経 っ、 (空 が)曇 る、 《水 が)溢
れ る、 (食 物 が)腐 る、 (稲 が)枯 れ る 』 な どが あ る が これ ら もや は り、 俺 とえ
その 現 象 が 迷 惑 な もの で あ って も、 受 身 形 で 表 す の は いず れ もか な り不 自然 で あ
る。
(注14) これ らが 不 自然 だ とい うの は これ らを文 脈 か ら切 りは な して 考 えて い る
場 合 に そ う感 じ るの で あ って、 勿 論 あ る文 脈 の な かで は 不 自然 に 感 じ られ な い こ
とが あ る。
(注15) 動 詞 の連 用 形 が 独 立 の 名 詞 で あ る か否 か は 明 確 で な い鳩 合 も多 い。 施
とえ ぱ 橋本(1934)で は、 「演 説 を胤 豊 に行 く』の 「聞 き 』 は 独 立 の 連 用形 名 翻
で は な く単 な る動 詞 の 連 用 形 の 用 法 の 一 っ だ と され て い る。 他 に も、 「彼 は鐘 豊
が う まい 』、 「丘 きは 三 時 間 か か っ充 」の 「泳 ぎ 』、 「行 き 』は 独 立 の 名詞 か ど
うか必 ず し も明 確 で な い。 本 稿 で は、 『新 明 解 国 語 辞 典 』(三 省 堂)緯 独立 の 項
と して あが っ て い るか ど うか を一 応 の 目安 に した。
(注is) ち な み に、 他 動 詞 に っ い て も、 有 対 他 動 詞、 無 対 他 勤 詞 の い ず れ か ら 竜
連 用形 名 詞 が 作 られ る。
(109)住 民 票 の篁,し を と る。 (有 対 他 動 詞 「写 す 』)
(110)こ の箪 笥 は=2LUが 雑 だ。 (無 対 他 動 詞 「作 る 」)
そ の う ちr～ した 結 果 生 じた 状 態 あ るい は 物 」 を 表 す も の に は次 の よ う な も のが
あ る。
《有 対 他 動 詞 の 連 用 形 名 詞 》
 あ わせ、 写 し、 定 め、 備 え、 設 け、 な ど。
《無 対 他 動 詞 の 連 用 形 名 詞 》
 あっ ら え、 考 え、 貯 え、 包 み、 結 び、 塗 り、 な ど。
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また、 動 きや 作 用 その も の(「 ～ す る こ と 』)を 表 す もの や、 「～ す る内 容 」 を
表 す も の に は 次 の よ うな もの が あ る。
《有 対 他 動 詞 の 連 用 形 名詞 》
 直 し、 な ど。
《無 射 他 動 詞 の 連 用 形 名 詞 》
 売 り、 い じ め 、 押 し、 調 べ 、 営 み 、 盗 み 、 行 い 、 考 え、 思 い、 教 え 、
 願 い 、 疑 い、 望 み 、 祈 り、 訴 え、 脅 か し、 な ど。
(注17) 宮 島(1956)で は連 用 形 名 詞 の 例 は す ぺ て ロ ー マ 字 表 記 で あ る。
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